
概要

太陽光・家庭・EV電力の需給バランスの最適化を目指す

○ 日本の再生可能エネルギーと電気自動車
への移行は、電力網の複雑性を高めている。
太陽光パネル、家庭用蓄電池、電気自動車
といった分散型エネルギー源は、安定性と
効率性を確保するために調整が求められて
いる。

○ スマート制御がなければ、エネルギーが
浪費され、ピーク需要がシステムを過負荷
にし、生産と消費が動的に連携できなくな
る。需要をリアルタイムで調整するには、
分散型エネルギー管理システムが必要であ
る。

○本研究では以下を実施する:(1) 電気自動
車および家庭のエネルギー消費予測、(2)太
陽光発電量の予測、(3)フェデレーション
ラーニングを用いた安全で分散的に最適化
する電気自動車・消費施設・太陽光パネル
間のエネルギー取引

実用化の可能性

○ 電気自動車、消費者施設、太陽光パネル
間でのエネルギー予測と取引を可能にしま
す

○ スマートメーターやV2G対応電気自動車
などの既存インフラと連携して動作します

○ 需給バランスの最適化により効率を高め、
エネルギーの無駄を削減する
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図1: 提案するVPPプラットフォームを用いたスマート
エネルギー管理のアーキテクチャ概要

本研究で開発する分散型エネルギー管理シ
ステムは、電気自動車、家庭、太陽光発電
設備などのエネルギー需要と供給をリアル
タイムに最適化するものです。今後は、ス
マートメータやV2G対応電気自動車との連
携を通じて、地域レベルでのエネルギー取
引、需給調整の高度化を進め、再生可能エ
ネルギーの有効利用と電力システムの安定
化に貢献することが期待されます。
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高速・低消費電力AIチップと電気自動車（EV）を基盤とした
セキュアなスマートエネルギー管理システム
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関連発明：電力取引システム及び電力取引方法 （特願2022-022472）
電気移動体の電力消費予測プログラム及び電力消費予測モデルの生成方法 （特願2023-020162）
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